
広 報

◎ 鷺号
務催寡ヅ鰊
い

くれます。何事にも一生懸命頑張ってはしいで

すね。            則幸さん (59歳 )

良 円 香さん
(大 田小・ 4年 )

おじいちやん
からの

ひとこと

一
働
一〓
者
‐‐‐め
●
●
●
一　
●
一

・■
―
■
．じ
や
ち
ず
ん
一
一

者̈
け」̈
菊“〔“̈
物は、ぃっも元気で、とっても働き

め“」詢̈
「んは、建設会社にあ父さんといっしよにつと

場
晦
制
〓
畝
郊
『
に
は
起
き
て
、
六
時
半
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
仕
事

い“疇錫燎凛一』Ⅷ
「の期̈
い樗導崚ｔ“董］〔一」」な『

とかいは”“≪″痢「いわれ」̈
刺̈
いい「いは「“［一

ハ約」̈
郵”向は睦“積“もはい華“ｒウスを作り六時半

ご“賞“』は赫̈
凍碑】りにい蔵帷率麻布げたりヽ
機械の

手募［̈
に蒙れ凍い晴”デんはヽ
廟日＜り返しています。

「徴ｔ嘲方輌菊瞑『養泰̈
』“０』静』「大すきです。ど

明るく元気な子で、家の手伝いもよくやって

今日の主ば言己事
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華 彗 難

頑
張
れ
ノ

広報ιチろ (2)

市
浦
中
卒
業
生

努
力
と
修
練
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

市
浦
中
学
校
（高
橋
敬

一
校
長
）

の
平
成
元
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

同
校
の
講
堂
で
行
わ
れ
、
祝
福
さ

中
に
も
ほ
お
を
紅
潮
さ
せ
、
巣
立

れ
を
告
げ
、
進
学
や
就
職
の
決
意

を
新
た
に
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

や

り

の
心

を

忘

れ
ず

、

人

生

の
競

争

に

勝

ち

進

え

で

は

し

い

‐
ヒ

告

誇

り

と

白

覚

を

持

ち

、

清

く

正

し

道

を

切

り

開

い
て

く

だ

さ

い
げ

と

し

い

」。

と

激

励

し

ま

し

た
。

学

校

行

事

の
思

い
出

と

、

最

後

ま

ま

た

、

事

業

生

を

代

表

し

て

渡

を

笑

顔

で
進

ん

で
行

き

ま

す

ご

と



(3)広 報ιチι

村民体百六彙

ュ

ニ
テ

ィ

セ

ン
タ

ー

（
卓

球

）
、
Ｂ

　

　

催

の
夏

季

大

会

で

の
総

合

成

績

に

相

内

第

四

チ

ー

ム
が

総

合

優

勝

に
　

　

　

そ

の
反

面

、

選

手

不

足

で

や

む

第19回冬季スポ‐ツ六舎

中井勝海さん

▼
卓
球
の
部

受
賞
者

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル



超
高
齢
κ
社
会
と

劉
側
鮒
劉
引
皿

眈
Ｂ
Ｌ

か朔咄一一凛“「け一い」］

舞一一」０」は口にい痢騨】

れａ〓〔け”剌界利Ｈ‐‐‐ヮ一日

広報ι
'4(1)

福
祉
へ
の
道
を
探
る
⑤

北
欧
四
ヶ
国
の
福
祉
視
察
団
同
行
記
　
市
浦
村
総
務
課
長

一高
一
　

一松
一
　

隆
」
　

一二

日
本

′
、
に

は
感

慨

深

い
場

所

で
ム

で
表

現

し

た
　

卜

，，
す

不
う

の
白

味

が

今

で

も

忘

れ

る

こ

と

が

で
き

琳欧蝶
巴



5 広報ιチら
色

々
な

歪

み

を

生

し

さ

せ

る

こ
と

　

　

は
特

に
根

が

深

く

て
難

し

い
も

の

議

論

で
な

く

、

二

十

一
世

紀

の
高

な

社

会

」

と

し

て

再

構

築

し

て

い

く

か

、

そ

の
理

念

を

厳

し

く

問

い

直

す

必

要

が

あ

る

と
思

う

。

最

早

限

界

だ

と

い
う

。

そ

こ

で

打

政

悪

化

と

と

も

に

い
ま

大

き

く

様

出

て

こ
な

い
ま

ま

、

議

論

の
局

限

く
健
や
か
な
老
後
を
め
ざ
し
て

ねたきり老人数,痴果性老人数の将来推計

N 候) 候) 候)
勲
Ｑ



広報ι
'あ
(6)

豊
か
な
生
一活
と

ム
一潤
う
０
さ
一

-189



村

で

は

こ

れ

ま

で

四

週

六

体

と

　

　

日

を

閉

庁

す

る

こ

と

と

し

ま

し

た

い

っ

て

、

日

週

土

曜

日

に

は

職

員

　

　

の

で

、

御

理

解

と

御

協

力

を

お

願

が

半

分

ず

つ
休

ん

で

き

ま

し

た

が

　

　

い

し

ま

す

。

日

・
県

の

強

い

指

導

と

県

内

の

市

　

　

　

な

お

、

診

療

所

や

保

育

所

な

ど

町

村

の

実

施

状

況

等

を

検

討

し

た

　

　

は

従

来

通

り

開

所

し

て

い

ま

す

の

結

果

、

四

月

十

四

日

の

第

二

土

曜

　

　

で
ご

利

用

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

日

か

ら
毎

月

第

二

と

第

四

の

土

曜

　

　

ま

す

。

（Ч
一】一曜閉庁するので

Ａハ　一”測】回【】脚腱刹

〓一三ヵ．れ―こ回　「―二しい】『榔［

中一封『什̈
策っ組］ｒ臓“

経
硼櫂赫デ
渕
罪

”』聾「“い喘剌一一てき

（ｕ）舞馨瑚軒れ」一は一な

疇“””は問題ではありま

Ａハ　」』報郭」疇織」］秤

を
各
土
曜
日
と
も
職
員
が
交
替

（ｕ）量畔嘲所鷹は下っ菫術［

Ａハ
［割岬け出劉中黎欅］

（Ч
掛御】螂“訳̈
』樺斬

い
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
詳

Ａハ　鵜囃卸押」一「修痢嘲

土曜閉庁

Q&A



広報ι多ろ (8)

約

百

二

十

年

間

の
経

だ

た

り

が

あ

り

ま

す

か

ら

高

九

ら

と

安

尭

　

　

　

一則
記

「
安

尭

」

か

ら

約

六

十

と

の
間

に
誰

か

が
安

藤

氏

の
系

　

　

五

年

く

ら

い
後

の
人

で
す

。
　

一

図

か

ら

は
ず

れ

た

方

つ
ま

り

不

　

　

条

天

皇

（
西

暦

九

八

七

～

一
〇

れ

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
ま

す

。

こ
れ

ま

で

の
人

物

に

安

尭

と

い
う

人

は

、

た

い

へ
　

　

は

「
秋

田
家

系

図

』

で

は

父

子

が

、

や

や

信

悪

性

が
あ

る

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

ま

た

、

建

国

神

話

上

の
安

日
彦

か

ら

安

尭

ま

で

の
安

倍

・
安

藤

氏

の
先

祖

の

蝦

夷

を

統

轄

し

、

き

わ

め

て

流

献
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
人
び
と

づ
い
て
述
べ
ま
す
。

蝦
夷
地

の
叛

乱
を
平
定
す

一
条
天
皇
が
治
政
の
時
に
蝦

夷
が
叛
乱
を
起
こ
し
て
日
本
の

含
め
て
）
の
地
は
国
の
境
界
地

道
下
道
と
は

「新
羅
之
記
録
』

に
出
て
い
る

「松
前
（現
福
山
）

で
上
二
十
日
程
」
と
い
う
こ
と

を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
軍

蝦

夷

の
戦

闘

る
こ
と
海
水
を
魚
が
渕
を
遊
泳

国
東
遂
に
蝦
夷
を
降
伏

か

も

鉄

石

も

破

壊

す

る

で

は

な

い
か

ピ

と

激

励

し

、

強

弓

を

精

追

い
、

張

本

⌒
曾

長

）
三

四

人

国

東

蝦

夷

の

度

肝

を

抜

く

国

東

は
時

ど

き

蝦

夷

を

呼

び

、

を

食

べ
さ

せ

て

蝦

夷

の
度

肝

を

走

獣

や

飛

禽

を

美

事

に
射

た

そ

出ム
み
久
ｏ
４
２
Ｄ

舶

剛
　

　

こ
７
二
楊

紹



(9)広 報ιタル

確定申告が

間違 つていたときは

事業主の皆さんヘ

労働保険の申告・

納付はお済みですか

点字図書館をご利用<ださい

平成 2年度前期技能
検定試験のお知らせ

青森陸運支局移転のご案内

十
三
地
区
に

簡
易
水
道
の

配
水
管
増
設

の
配
水
管
の
増
設
江
望
ま
れ
て
い

配
水
管
の
延
長
工
事
と
中
の
島
駐

こ
の
総
事
業
費

一
千
三
百
二
十

レ

完

成

し

た

二
次

減

菌

室

市浦村の人口と世帯数平成23.1現在

190-



広報ιりる00
施
し
た
健
康
意
識
調
査
の
結
果
を

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
食
事
、
運
動
、

休
養
、
健
診
で
ど
ん
な
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
か
報
告
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
早
期
受
診
、
早
期
治

療
、
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
者
、

生
き
が
い
づ
く
り
等
に
つ
い
て
お

す
ぐ
受
診
す
る
と
答
え
た
人
は
六

十
四

・
六
％
で
あ
る
。
村
営
診
療

所
が
気
軽
に
受
診
で
き
る
事
に
加

え
、
道
路
事
情
の
好
転
と
共
に
、

近
隣
医
療
機
関
の
受
診
が
可
能
と

②
健
康
に
つ
い
て
何
か
あ
っ
た
時

に
は
、
誰
に
相
談
す
る
か
。

三
％
、
保
健
婦

・
助
産
婦
に
相
談

す
る
が
十
二

・
九
％
、
反
面
誰
に

③

生

き

が

い
づ

く

り

の

た

め

何

か

若

い
人

程

、

何

も

し

て

い
な

い

ど
趣

味

を

も

っ
て

い
る
。

回

答

者

の
年

齢

層

が

働

き

盛

り

の

た

め

、

ポ

ラ

ン
テ

ィ

ア
活

動

が

低

率

と

な

っ
て

い
る

が

、

当

村

は

老

人

世

帯

や

一
人

ぐ

ら

し

が

多

い

普

及

が

必

要

で

あ

る

と

思

い
ま

す

。

④

健

康

づ

く

り

事

業

の
参

加

状

況

ど
ま
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
に

さ
せ
、
村
民
の
健
康
保
持
増

柿

地

お

誕

生

山

田

千

草

⌒脇
二

正

伸

加

納

　

梓

（十
三

幸

博

堀

川

亜
由
美

（十
三
）
光
　
仁

【諾
一
ご
結
婚

⌒［　格　』重「
一颯　鰤一

⌒珈久螺　民　書
一罐　睛一

⌒』田』　力ヽ兼つ社
一樺　制一

⌒』　輌　雌美「
一緒　』一

⌒藤　嗣　千　鮮
一囃　囃一

⌒権　蜘　榔　一
一藤　剌一

輻
明

塚
ヨ

（
桂

川

）

８８
歳

マ

（
大

田

）

８８
歳

平成 2年度農作業標準額表

市浦村農業委員会

1.農作業日雇賃金

健
康
意
識
調
査

か
ら
０

①
早
期
受
診
、
早
期
治
療
を
心
が
　
　
も
相
談
し
な

い
が
十
三

・
五
％
あ

図…1 苦 しみや痛みがあ
る時 どうするか

参

加

し

た

こ

と

が

あ

る

と
答

え

健

診

の
受

診

状

況

と

く

い
ち

が

う

点

も

あ

り

、

質

問

の
内

容

が

理

解

し

か

し

、

自

ら

の
健

康

づ

く

り

の
人

が

記

載

し

て

お

り

、

そ

の
実

図-4健康づくり事業に参加したことがあるか  図-3生 きがいづくりのため何かしているか

>46く

2.機械等賃料

図-2健 康について誰に相談するか


